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はじめに
根室海峡は，知床半島と国後島に挟まれた幅

25–45 kmの海域である．その水深は先端部で
2,000 mを超える一方，半島基部の海峡は20 mと
浅く，その中央部分は湾のように水深が急激に変
化している．海底地形は多様で，様々な海洋生物
の生息地となっている．
これまで，根室海峡での海鳥調査は海岸部の調

査が主で，船を利用した沿岸の調査については佐
藤ら（2008）がある程度と少ない．季節を通した生
息状況調査は，これが初めてと考えられることか
ら，その結果を報告する．
なお，本調査は， NPO法人北の海の動物セン
ターの調査の一環として行った．

調査方法
調査は，2007年4月29日から2008年2月2日ま

での期間の18回である．
調査には尾田建設株式会社所有の観光船「はま

なす」 19 tを使用し，もっとも視界の良い船首ブ
リッジ上のデッキの左舷から著者のうち福田が目
視にて調査を行った．調査範囲は，峯浜沖から知床
岬沖までの岸から約1.5 kmを基点として約13 km

から15 kmで折り返す山形の航路沿いである．な
お，目視範囲は，船首から右舷に10度，左舷に90

度の範囲で，船から約200 m以内に出現した種類
と数を記録した．調査船の速度は，時速約23 km

とした．なお，調査コースはA–Lの12区間に分け
た（図）．出現した海鳥は100羽あるいは1,000羽を
越える大きな群れも多かった．そのため，カウン
ト方法は 1羽から 100羽の群れでは 1羽ごとに数
取り機（カウンター）などを用いて数え，100羽以

図．調査区間．
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上の群れについては 100羽から 1,000羽の群れの
かたまりを数えて集計した．

調査結果
確認された種類は10科35種であり，付表に観
察された種類と羽数を調査日ごとに示した．期間
を通して観察された種はオオセグロカモメ1種の
みで，冬期間を除く期間を通して観察された種は
フルマカモメとウトウの2種であった．春期から
夏期に観察された種はハシボソミズナギドリで，
春期と秋期に数が増えた種はアカエリヒレアシシ
ギであった．夏期から秋期に観察された種はトウ
ゾクカモメで，秋期のみ観察された種はアカアシ
ミズナギドリであった．その他の多くの種は不定
期に出現した．

確認された種のリスト
1．オオハム sp. Gavia sp.

7月23日から9月20日の期間は観察されず，11

月26日に61羽と最も多く観察された．オオハム
G. arcticaとシロエリオオハムG. pacificaは非常に識
別が難しく，本報告ではオオハム sp.とした．

2．カイツブリ sp. Podiceps sp.

1月26日にD区間1羽，E区間2羽の合計3羽が
観察されたのみであった．
アカエリカイツブリP. grisegenaかカンムリカイ

ツブリP. cristatusのいずれかの種と思われるが，両
種とも警戒心が強く船が接近すると潜水や飛去し
た．したがって近距離からの識別ができなかった
ため，本報告ではカイツブリ sp.とした．

3．フルマカモメFulmarus glacialis
12月から 2月の冬期間のみ観察されなかった

が，他の期間には観察することができた．
6月22日の454羽が最高観察数であった．調査

を行ったほぼ全区間に分布していた．知床周辺で
の繁殖記録はなく，主にベーリング海周辺からサ
ハリン北部，北千島で繁殖している（del Hoyo et al. 

1992）．田中・梶原（1979）は知床半島東側では5海
里以内に密度が高く，水深が100 m等深線付近で

観察頻度も観察数も多いとしている．今回の調査
においても同様の結果となった．

4．アカアシミズナギドリPuffinus carneipes
9月1，2，20日に観察された．南太平洋のオー
ストラリアやニュージーランドなどの島で繁殖す
る（del Hoyo et al. 1992）．

5．ハイイロミズナギドリPuffinus griseus
6月22日と10月23日に多く観察された．ハシボ

ソミズナギドリに比較すると秋期にも多く出現し
た．南太平洋のオーストラリアやニュージーラン
ドなどの島で繁殖する（小城1982）．

6．ハシボソミズナギドリPuffinus tenuirostris
4月29日から9月1日の期間で観察された．大群
で出現するため正確な数を数えるのは困難である
が10万羽以上が出現していたと考えられる．繁殖
地は，オーストラリアのタスマニア島周辺で（日
本鳥学会2000），春期から初夏に日本の太平洋沿
岸を北上する鳥のほとんどが，当年産まれの幼鳥
とされている（小城・田中1984）．

7．ハイイロウミツバメOceanodroma furcata
6月22日から7月24日の期間に観察された．最

大羽数は 7月 24日の 18羽であった．北千島，ア
リューシャン列島で繁殖する（日本鳥学会2000）．

8．コシジロウミツバメOceanodroma leucorhoa
7月23日にB区間1羽，F区間1羽と9月20日に

B区間1羽，C区間1羽が観察された．
北海道東部の離島から千島，アリューシャン列

島で繁殖する，知床半島近くでは道東の太平洋岸
の大黒島などで繁殖している（日本鳥学会2000）．

9．ウミウPhalacrocorax capillatus
5月31日，7月23日，12月21日そして2月1日に

1羽から2羽を観察した．知床半島全体で約1,000

羽が繁殖している（福田2005）．

10．ヒメウPhalacrocorax pelagicus
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4月29，30日と10月22日から2月2日の期間に
1羽から7羽が観察された．知床半島周辺では繁殖
しないが，年間を通して観察することができる．

11．チシマウガラスPhalacrocorax urile
南千島で少数が繁殖する（福田未発表）．2月2日
にB区間2羽が観察されたのみであった．

12．クロガモMelanitta nigra
5月30日に3羽と9月24日に24羽を観察した．

13．アカエリヒレアシシギPhalaropus lobatus
繁殖期前の5月30日に205羽，31日に121羽，繁
殖期の9月1日に67羽，2日に10羽，20日に40羽
を観察した．

14．オオトウゾクカモメStercorarius skua
9月20日に1羽，10月22日に2羽を観察した．

15．トウゾクカモメStercorarius pomarinus
6月22日から11月26日の期間に観察された．繁

殖期後の 9月 1日から 11月 26日の期間に多く観
察され．最大羽数は9月1日の179羽であった．北
極圏で繁殖する（del Hoyo et al. 1996）．

16．クロトウゾクカモメStercorarius parasiticus
9月 20日に 1羽観察したのみであった．カム

チャツカ以北から北極圏などで繁殖する （del 

Hoyo et al. 1996）．

17．ユリカモメLarus ridibundus
4月29日にB区間7羽， D区間2羽， I区間1羽
の計11羽を観察した．サハリン，沿海地域，カム
チャツカで繁殖する（del Hoyo et al. 1996）．

18．セグロカモメLarus argentatus
9月20日に2羽と10月23日から12月21日に各

1羽を観察した．北極圏で繁殖し国内で越冬する
（del Hoyo et al. 1996）．

19．オオセグロカモメLarus schistisagus

知床半島では，約 3,000羽が繁殖する （福田
2005）．1年を通して観察することができた．船つ
きになることが多く，漁船に群がる個体について
は今回除外してカウントした．

20．ワシカモメLarus glaucescens
1月26日に1羽が観察されたのみであった．カ
ムチャツカからアリューシャン列島で繁殖し，北
千島から本州北部で越冬する（日本鳥学会2000）．

21．シロカモメLarus hyperboreus
4月29日と， 11月23日から2月2日まで観察さ
れ，知床半島を越冬地として利用していた．主に
北極圏で繁殖する（Hoyo et al. 1996）．

22．カモメLarus canus
10月22日から2月2日の越冬期に観察され，最

高羽数は12月22日の85羽であった．
北千島以北で繁殖し南千島以南で越冬する（del 

Hoyo et al. 1996）．

23．ウミネコLarus crassirostris
5月31日から12月22日の期間に観察された．知

床半島では，ウトロ側で約200羽が繁殖する（福田
2005）．

24．ミツユビカモメRissa tridactyla
5月30日から6月23日，9月1日から12月21日
に観察された．最高羽数は 10月 23日の 299羽で
あった．北千島以北で繁殖するが（del Hoyo et al. 

1996），知床半島や南千島での繁殖の記録はない．

25．アジサシSterna hirundo
6月22， 23日と9月1日から9月20日に観察し

た．ユーラシア大陸中部以北などで繁殖し東南ア
ジアなどで越冬する（del Hoyo et al. 1996）．

26．ウミガラスUria aalge
11月26日から2月2日までの冬期におもに観察

された．最大羽数は12月22日の17羽であった．北
千島以北，サハリン以北で繁殖し，国内では道北
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の天売島で少数繁殖する（日本鳥学会2000）．

27．ハシブトウミガラスUria lomvia
4月 29日と 11月 26日から 2月 2日に観察され
た．最大羽数は2月2日の34羽であった．北千島
以北，サハリン以北で繁殖し，国内では繁殖しな
い（del Hoyo et al. 1996）．

28．ケイマフリCepphus carbo
繁殖期終了後の9月2日に12羽が観察され，2月

1，2日の厳冬期にも観察された．
知床半島では，ウトロ側で約150羽前後が生息

している（福田2005）．

29．マダラウミスズメBrachyramphus marmoratus
4月29日に知床岬に近い羅臼町側で飛び立ち海

岸に沿って南側に飛行する1個体を観察， 4月30

日には峯浜沖で1羽，7月23日峯浜の沖約4 kmで
海上を泳ぐ 2個体を確認した．2羽はフィッー・
フィッーと鳴きか交わしながら少し飛ぶと着水す
るというディスプレイ行動を繰り返し，その後標
津方向へ飛行して消失した．
東アジアでは北海道，千島列島，サハリン，日
本海沿岸のロシア沿海地方からカムチャツカ半
島まで繁殖分布している （Konyukhov & Kitaysky 

1995）．

30．ウミスズメSynthliboramphus antiquus
秋期から冬期にかけて主に観察され，最大羽数

は12月22日の54羽であった．南千島以北からサ
ハリン以北で繁殖し，国内では天売島で少数繁殖
する（日本鳥学会2000）．

31．エトロフウミスズメAethia cristatella
12月22日に1羽のみの観察であった．北千島以
北とサハリン以北で繁殖する（日本鳥学会2000）．

32．コウミスズメAethia pusilla
12月22日から2月2日に出現し，2月1日の142

羽が最高羽数であった．羅臼沖を越冬地として利
用していると考えられる．北極圏で繁殖する（日

本鳥学会2000）．

33．ウミオウムCyclorrhynchus psittacula
11月26日に1羽が観察された．北千島以北とサ
ハリン以北で繁殖する（日本鳥学会2000）．

34．ウトウCerorhinca monocerata
12月22日から2月2日を除いた期間において観

察された．帰巣するために魚をくわえた鳥も観察
された．近くでは，国後島北西の弁天島と択捉島
の萌消島に繁殖地がある（福田未発表）．

35．エトピリカFratercula cirrhata
6月 22日に B区間 1羽と 11月 26日に F区間 1

羽，I区間1羽の合計3羽が観察された．国後島北
西の弁天島と択捉島の萌消島が近隣の大きな繁殖
地である（福田未発表）．

まとめ
本調査結果から，根室海峡が渡り途中の海鳥の

通過海域と海鳥の越冬海域として利用されている
ことがわかった．また，ハシボソミズナギドリが
10万羽を越す大群で通過することは，根室海峡に
栄養補給に必要な生物資源が豊富にあることを示
している．
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ギ
属

Ph
al

ar
op

us
 sp

.
1

ト
ウ
ゾ
ク
カ
モ
メ
科

オ
オ
ト
ウ
ゾ
ク
カ
モ
メ

St
er

co
ra

riu
s s

ku
a

1
2

ト
ウ
ゾ
ク
カ
モ
メ

St
er

co
ra

riu
s p

om
ar

in
us

1
1

1
17

9
71

10
8

12
25

ク
ロ
ト
ウ
ゾ
ク
カ
モ
メ

St
er

co
ra

riu
s p

ar
as

iti
cu

s
1

ト
ウ
ゾ
ク
カ
モ
メ
属

St
er

co
ra

riu
s  s

p.
3

カ
モ
メ
科

ユ
リ
カ
モ
メ

La
ru

s r
id

ib
un

du
s

11
1

1
セ
グ
ロ
カ
モ
メ

La
ru

s a
rg

en
ta

tu
s

2
1

1
1

3
オ
オ
セ
グ
ロ
カ
モ
メ

La
ru

s s
ch

ist
isa

gu
s

48
4

41
34

43
15

23
42

10
5

95
97

47
63

93
80

71
49

48
ワ
シ
カ
モ
メ

La
ru

s g
la
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esc

en
s

1
シ
ロ
カ
モ
メ

La
ru

s h
yp
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bo
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us

3
1

24
9

2
10

カ
モ
メ

La
ru

s c
an

us
1

1
3

85
70

70
ウ
ミ
ネ
コ

La
ru

s c
ra

ssi
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str
is

1
1

5
12

40
20

49
7

3
ミ
ツ
ユ
ビ
カ
モ
メ

Ri
ssa
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3

1
28

16
2

79
33
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0

29
9

12
8

20
9

ア
ジ
サ
シ

St
er

na
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iru
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o
1

1
2

1
3

カ
モ
メ
属

La
ru
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p.
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7

ウ
ミ
ス
ズ
メ
科

ウ
ミ
ガ
ラ
ス

U
ria

 a
al

ge
2

1
1

3
3

17
9

1
ハ
シ
ブ
ト
ウ
ミ
ガ
ラ
ス

U
ria

 lo
m

vi
a

12
10

1
18

19
34

ケ
イ
マ
フ
リ

C
ep

ph
us

 ca
rb

o
1

12
4

3
マ
ダ
ラ
ウ
ミ
ス
ズ
メ

Br
ac

hy
ra

m
ph

us
 m

ar
m

or
at

us
1

1
2

ウ
ミ
ス
ズ
メ

Sy
nt

hl
ib

or
am

ph
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nt
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uu

s
1

1
1

1
6

4
13

23
1

15
54

4
3

エ
ト
ロ
フ
ウ
ミ
ス
ズ
メ

Ae
th

ia
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a

1
コ
ウ
ミ
ス
ズ
メ

Ae
th

ia
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sil
la

11
14

2
59

ウ
ミ
オ
ウ
ム

Cy
clo
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hy
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hu

s p
sit
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cu
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1

ウ
ト
ウ

C
er
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hi

nc
a 

m
on
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er

at
a
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3

49
39

6
36

5
15

3
34

23
6

15
34

8
14

5
40

15
5

17
1

エ
ト
ピ
リ
カ

Fr
at
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la
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1

2
ウ
ミ
ガ
ラ
ス
属

U
ria
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13
1

種
類
数

11
7

8
9

16
11

12
8

11
13

13
13

9
19

11
11

11
10

調
査
区
間

A
–L

A
–B

A
–L

A
–L

A
–L

A
–L

A
–L

A
–L

A
–L

A
–L

A
–J

A
–K

A
–H

A
–L

A
–G

A
–L

A
–H

A
–L

a オ
オ
ハ
ム

G
av

ia
 a

rc
tic

a ま
た
は
シ
ロ
エ
リ
オ
オ
ハ
ム

G
. p

ac
ifi

ca
．

bア
カ
エ
リ
カ
イ
ツ
ブ
リ

Po
di

ce
ps

 gr
ise

ge
na
ま
た
は
カ
ン
ム
リ
カ
イ
ツ
ブ
リ

P.
 cr

ist
at

us
．

付
表
．
続
き
．


